
 

 
 

2026 年 11 月６日 

各 位 

会 社 名 大 同 信 号 株 式 会 社  

代表者名 代表取締役社長 浦壁 俊光 

（コード番号: 6743 東証スタンダード市場） 

問合せ先 執行役員財務統括部長 山田 喜嗣 

（TEL.03－3438－4111） 

 

2027 年３月期 業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

2026 年５月 20 日に公表した 2027 年３月期通期業績予想及び配当予想を下記のとおり修正い

たしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2027 年３月期 業績予想の修正について 

（１）通期連結業績予想の修正（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 25,700 1,800 1,900 1,900 119.66 

今回修正予想（Ｂ） 26,200 2,060 2,310 1,780 126.42 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 260 410 △120  

増減率（％） 1.9 14.4 21.6 △6.3  

（ご参考）前期実績 
（2026 年３月期） 

25,695 2,187 2,347 1,791 112.98 

 

（２）通期個別業績予想の修正（2026 年４月１日～2027 年３月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 19,000 1,350 1,600 100.76 

今回修正予想（Ｂ） 19,300 1,680 1,390 98.72 

増減額（Ｂ－Ａ） 300 330 △210  

増減率（％） 1.6 24.4 △13.1  

（ご参考）前期実績 
（2026 年３月期） 

18,831 1,578 1,390 87.68 

 



 

（３）修正の理由 

主要なお客様である鉄道事業者における設備投資の回復基調が継続し、受注環境が前回予想

発表時の想定以上に堅調に推移していることに加え、期初に見込んでいた中東情勢の悪化や原

材料価格の上昇など、事業環境上のリスクによる影響が上期においては想定より限定的であっ

たことから、下期の事業環境における不透明感を織り込んだ上で、売上高、営業利益及び経常

利益は前回発表予想を上回る見通しとなりました。 

一方、現時点における当期の政策保有株式の売却見込みを踏まえると、投資有価証券売却益

が前回予想発表時の想定を下回ることから、連結における親会社株主に帰属する当期純利益及

び個別における当期純利益は、いずれも前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

なお、政策保有株式の縮減方針に変更はなく、資本効率の向上に向けた取り組みを引き続き

推進してまいります。 

 

２．2027 年３月期 配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（2026 年５月 20 日) 

円銭 

－ 

円銭 

36.00 

円銭 

36.00 

今回修正予想 － 38.00 38.00 

当 期 実 績 －   

前期実績 

（2026 年３月期) 
－ 35.00 35.00 

 

（２）修正の理由 

当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の重要課題の一つと位置付けた上で、

安定的かつ継続的な配当を基本に、業績、成長投資の強化、財務健全性の確保等を総合的に勘

案して利益配分を行うことを方針としております。 

この方針のもと、連結配当性向 30％以上を当面の目安としており、自己株式の取得による

配当対象株式数の減少を踏まえて配当予想を検討した結果、期末配当予想を２円増配し、１株

当たり 38 円に修正することといたしました。 

これにより、予想連結配当性向は 30.1％となる見込みです。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分

に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異

なる場合があります。 

 

以 上 


